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ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
行
政
視
察
報
告
書

日
時
　
平
成
二
十
年
一
月
二
十
八
日
（
月
）、

二
十
九
日
（
火
）

場
所
　
千
葉
県
我
孫
子
市

目
的

市
民
活
動
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

場
所

東
京
都
武
蔵
野
市

目
的

団
塊
世
代
の
ま
ち
づ
く
り

我
孫
子
市

▼
市
民
活
動
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

我
孫
子
市
の
市
民
活
動
の
原
点
は
手
賀
沼

の
水
質
の
浄
化
運
動
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

手
賀
沼
の
水
質
は
二
十
七
年
間
日
本
ワ
ー

ス
ト
一
位
で
あ
り
、「
手
賀
沼
を
救
う
」
そ

の
浄
化
に
市
民
が
立
ち
上
が
り
、
平
成
二
十

年
に
は
ワ
ー
ス
ト
十
一
位
と
汚
名
を
返
上
し

た
。平

成
九
年
に
「
二
十
年
後
の
我
孫
子
」
と

題
し
「
市
民
事
業
を
や
り
ま
せ
ん
か
」
と
五

十
歳
代
の
男
性
を
中
心
に
二
千
名
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
。
五
五
％
の
人
が
や
っ
て
み
た
い

と
回
答
し
た
。

二
〇
〇
七
年
問
題
（
団
塊
世
代
の
定
年
退

職
）
で
毎
年
二
千
名
の
人
が
該
当
し
、
そ
の

内
半
分
が
男
性
で
あ
る
。
そ
う
い
う
人
の
た

め
に
第
三
次
総
合
計
画
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支

援
事
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
、
市
民
活
動
等
市
民
事
業
を
計
画
し

た
。
そ
の
結
果
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
市
民
自
治
の
町

と
な
り
自
立
し
た
市
民
、
自
立
し
た
市
民
活

動
団
体
と
な
っ
た
。

市
と
し
て
自
立
に
向
け
た
財
政
支
援
は
、

補
助
金
が
半
分
で
あ
り
半
分
は
自
己
資
本
と

し
て
い
る
。
三
年
後
に
補
助
金
を
辞
退
す
る

団
体
が
あ
り
、「
自
立
し
た
団
体
は
補
助
金

を
も
ら
わ
な
い
」
と
、
市
民
が
認
識
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
。

我
孫
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、

住
民
に
無
理
な
く
溶
け
込
ん
で
い
る
た
め
、

成
功
す
る
確
率
が
高
い
。
地
域
の
活
動
の
中

か
ら
困
っ
た
こ
と
を
探
し
、
そ
れ
か
ら
始
ま

る
ビ
ジ
ネ
ス
も
あ
っ
た
。
市
民
と
行
政
が
協

働
し
、
今
あ
る
公
園
を
自
分
た
ち
が
使
い
た

い
公
園
に
作
り
変
え
て
い
く
手
作
り
公
園
事

業
な
ど
あ
っ
た
。
自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と

は
自
分
た
ち
で
行
う
ま
ち
づ
く
り
を
学
ん

だ
。

武
蔵
野
市

▼
団
塊
世
代
の
ま
ち
づ
く
り

平
成
十
六
年
に
、
昭
和
二
十
二
年
〜
二
十

四
年
生
ま
れ
市
内
在
住
の
方
（
三
千
人
）
を

対
象
に
「
団
塊
世
代
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

実
施
。
定
年
を
間
近
に
ひ
か
え
た
団
塊
世
代

の
生
活
に
対
す
る
意
識
や
将
来
の
志
向
な
ど

を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
選
ん
だ
回
答
者
が
約
五

〇
％
に
達
し
て
お
り
、
団
塊
世
代
の
地
域
貢

献
へ
の
積
極
的
志
向
が
伺
え
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
、
団
塊
世
代
の

主
張
と
し
て
報
告
書
「
団
塊
力
」
を
策
定
し

た
。
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
結
成

し
、
団
塊
世
代
を
対
象
と
し
て
、
市
内
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
団
体
の
活
動
内
容
な
ど
の

展
示
、
説
明
及
び
懇
談
な
ど
を
行
い
、
団
体

活
動
へ
の
参
加
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

◆
マ
ス
タ
ー
ズ
武
蔵
野
フ
ォ
ー
ラ
ム
　

団
塊
世
代
の
経
験
と
活
力
を
地
域
社
会
に

活
か
す
情
報
交
換
会

◆
市
民
協
働
サ
ロ
ン

市
民
に
対
し
て
情
報
の
収
集
・
発
信
・
交

流
　

▼
武
蔵
野
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策

武
蔵
野
市
は
、
町
内
会
組
織
が
な
い
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
地
域
住

民
で
つ
く
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
運
営

し
て
い
る
。「
住
民
に
よ
る
『
自
主
参
加
・

自
主
企
画
・
自
主
運
営
』
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
基
本
原
則
と
す
る
こ
と
」
自
主
三
原
則
を

確
立
し
て
い
る
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
特
徴

行
政
に
支
配
さ
れ
な
い
自
由
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
の
活
動
が
保
証
さ
れ
て
い
る
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
評
価
委
員
会

自
主
運
営
で
あ
る
が
、
税
金
（
補
助
金
）

を
使
っ
て
い
る
以
上
評
価
す
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
結
果
を
広
く
市
民
に
公
表
し
て
い

る
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
今
後
の
課
題

高
齢
者
が
増
え
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
遠
く
な

る
。
高
齢
者
の
人
が
歩
け
る
距
離
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
欲
し
い
。
も
っ
と
分
割
し
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

土
岐
市
の
各
町
の
公
民
館
活
動
を
充
実
さ

せ
て
い
く
上
で
、
非
常
に
参
考
と
な
っ
た
。

地
域
住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
運
営
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
学
ん
だ
。
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▲我孫子市役所にて
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視
察
期
間

平
成
二
十
年
一
月
二
十
八
日
か
ら
二
十
九

日
ま
で

視
察
先
と
視
察
事
項

大
阪
府
茨
木
市

総
額
枠
管
理
方
式
に
よ
る
予
算
編
成
に
つ

い
て

兵
庫
県
宝
塚
市

総
合
窓
口
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て

視
察
概
要

茨
木
市
は
、
昭
和
三
十
一
年
の
財
政
再
建

団
体
の
教
訓
か
ら
歳
入
歳
出
バ
ラ
ン
ス
、
市

債
抑
制
、
財
政
運
営
を
見
直
し
、
そ
の
結
果
、

今
日
に
あ
っ
て
は
普
通
交
付
税
不
交
付
自
治

体
を
堅
持
し
て
い
る
。
市
長
を
中
心
に
職
員

が
プ
ロ
と
し
て
一
丸
と
な
っ
て
財
政
状
況
を

共
有
し
、
常
に
実
働
的
な
手
立
て
の
工
夫
に

努
め
ら
れ
て
い
る
。
数
値
を
伴
う
対
応
策
を

掲
げ
、財
政
規
模
を
一
定
の
方
に
推
移
す
る
。

翌
年
度
に
使
え
る
全
額
実
質
収
支
額
を
財
政

規
模
一
％
程
度
の
目
標
に
、
収
支
バ
ラ
ン
ス

を
基
本
に
運
営
し
、
黒
字
決
算
へ
導
い
て
い

る
。
不
交
付
自
治
体
へ
の
予
算
編
成
手
法
が

「
政
策
プ
ラ
ン
策
定
総
額
枠
管
理
方
式
」
で

あ
り
、
基
本
の
視
点
は
、

一
、
財
政
の
健
全
性
の
確
保
と
は
歳
入
、
一

般
財
政
に
応
じ
た
予
算
編
成
を
行
う
。

一
、
新
し
い
事
業
の
実
施
に
向
け
て
は
既
存

事
業
の
見
直
し
に
議
論
、
調
整
、
工
夫
を

施
す
時
間
を
確
保
す
る
。

一
、
長
期
（
三
ヶ
年
）
ス
パ
ン
で
事
業
採
択
、

見
直
し
検
討
を
進
め
事
業
の
優
先
順
位
を

定
め
る
。

一
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
効
率
的
な
配

分
を
す
る
。

歳
入
に
つ
い
て
も
、
三
ヶ
年
で
見
直
し
、

市
税
収
入
を
考
え
、
市
債
は
抑
制
し
、
市
民

一
人
当
た
り
の
負
担
を
考
え
、
年
間
財
源
の

不
均
衡
調
整
を
重
視
す
る
。
歳
出
は
増
加
の

傾
向
に
あ
り
行
政
需
要
の
増
加
は
今
日
的
変

化
の
中
に
あ
る
。
決
算
を
通
じ
て
、
状
況
資

料
、
財
政
指
標
を
明
確
に
し
、
予
算
編
成
に

向
け
て
提
示
し
な
が
ら
、
効
果
の
あ
る
事
業

に
配
分
す
る
こ
と
も
目
指
し
、
一
般
財
源
ベ

ー
ス
に
よ
る
配
分
型
を
進
め
て
い
る
。
健
全

性
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
事
業
を
円
滑
に
実
施
す
る
た

め
に
、
政
策
プ
ラ
ン
の
策
定
に
取
り
組
み
、

採
択
さ
れ
た
事
業
は
、
総
額
枠
管
理
方
式
に

よ
り
財
源
を
確
保
す
る
。
適
正
に
把
握
し
た

一
般
財
源
総
額
を
経
費
別
に
配
分
す
る
。
経

営
的
な
事
務
費
に
つ
い
て
は
、
部
ご
と
に
配

分
さ
れ
た
一
般
財
源
枠
内
で
予
算
要
求
を
行

う
。
新
た
な
行
政
需
要
に
対
す
る
政
策
事
業

実
施
の
財
源
は
、
総
額
枠
管
理
方
式
に
よ
る

予
算
編
成
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
。

茨
木
方
式
は
予
算
編
成
に
総
量
調
整
機
能

が
働
い
て
、
新
規
事
業
枠
を
設
け
、
見
直
し

を
位
置
づ
け
、
今
日
的
な
新
規
事
業
を
創
り

出
す
道
が
開
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
特
に

各
担
当
部
署
に
よ
る
財
源
確
保
へ
の
意
欲
、

動
機
付
け
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
予
算

査
定
が
簡
素
化
さ
れ
、
全
職
員
が
参
画
で
き

る
道
が
開
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
又
、

財
政
の
や
り
取
り
の
透
明
化
も
進
ん
で
い
て

参
考
に
で
き
る
事
例
で
あ
る
と
思
っ
た
。

宝
塚
市
で
の
実
施
さ
れ
て
い
る
「
総
合
窓

口
方
式
」
の
設
置
と
サ
ー
ビ
ス
展
開
に
つ
い

て
は
、
総
合
窓
口
化
に
関
心
の
あ
る
職
員
等

を
募
っ
て
、
検
討
を
行
い
、
手
続
き
を
一
か

所
に
集
中
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
り
、
百
四
十
種
の
手
続
き
が
可
能
で
、
八

〇
％
の
業
務
を
集
中
さ
せ
た
。
市
民
の
声
と

し
て
は
、
相
談
が
安
心
し
て
出
来
、
好
評
の

よ
う
で
あ
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
徹
し
て
い
る
フ
ロ
ア
ー

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
配
置
さ
れ
て
い
る
。

視
察
か
ら
、
行
政
職
の
発
案
、
積
極
的
な

提
言
、
行
政
の
プ
ロ
と
し
て
専
門
性
を
発
揮

し
て
一
丸
と
な
っ
て
、
今
日
的
な
課
題
に
挑

ん
で
い
る
職
員
の
姿
に
好
意
を
も
っ
た
。
土

岐
市
職
員
に
あ
っ
て
も
も
っ
と
行
政
職
の
よ

さ
を
発
揮
で
き
る
手
立
て
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

行
財
政
改
革
委
員
会
は
、
昨
年
度
毎
月
会

議
を
開
き
、
市
政
の
改
革
を
中
心
に
、
行
政

の
あ
り
方
、
改
善
点
を
直
視
し
な
が
ら
、
医

師
不
在
の
総
合
病
院
に
つ
い
て
も
、
地
域
連

携
で
手
当
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
五
月
に

ま
と
め
と
し
て
の
提
言
書
を
市
長
に
提
出
し

た
。土

岐
市
民
に
と
っ
て
住
み
良
い
ま
ち
づ
く

り
に
な
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
も

先
頭
に
立
っ
て
、
行
政
の
進
め
方
を
よ
り
透

明
に
し
な
が
ら
、
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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▲宝塚市の総合窓口


